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桜島火山では，1955 年に始まった南岳の山頂噴火活動が盛衰を繰り返しなが

ら続いている．2006 年 6 月には 1946 年に溶岩を流出させた昭和火口において噴

火活動が再開し，近年活動が激化する傾向が見られる．水準測量結果によると，

桜島および姶良カルデラの地盤は，1990 年代以降，活動静穏化に伴いマグマ蓄

積を示す隆起傾向が確認されている（山本・他，2010；2012）．桜島火山周辺を撮

像した PALSAR データの中から干渉可能な画像ペアを選び出し，得られた干渉

画像についてスタッキングおよび 2.5 次元解析（Fujiwara et al., 2000）を行い，準

上下方向および東西方向の地殻変動を計算した．その結果，2007 年から 2010 年

の期間において，図 1 に示されるように桜島北部における地盤の隆起が検出され

た（山本，2011）．InSAR 解析によって得られた変動量は，水準測量によってこの

期間に測定された地盤の隆起量とも調和的であった．  

口永良部島火山では，記録に残る 1841 年の噴火以降，数年～数十年の間隔

で水蒸気爆発が発生している．GPS 連続観測によると，2005 年 1 月～6 月頃，

2006 年 9 月～2007 年 1 月頃および 2008 年 9 月～2009 年 1 月頃のそれぞれの

期間に，火山性地震の活動期に同期して，山頂火口周辺の地盤の膨張を示す変

動が観測された（斉藤・井口，2007）．これらのうち2008年～2009年の地殻変動の

面的な検出を目的として，桜島火山と同様に PALSAR データを用いた干渉解析

を行った．その結果，山頂付近の地盤が膨張する地殻変動パターンが検出され

た．InSAR 解析による変動量は，GPS による観測量とも矛盾しないものであった．

講演では，時系列的な解析の結果（田中・山本，2012）についても紹介する． 

図 1．上段：桜島火山における InSAR 解析結果（2007 年 11 月～2010 年 11 月の

期間の準上下方向の変動）．下段：各水準点（上段図中の黒丸）における InSAR

解析結果（準上下方向の変動）と水準測量結果の比較． 
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（京大防災研究所・産業
技術総合研究所，第113
回火山噴火予知連絡会） 
 

Continuous GPS 
observation 

(Saito and Iguchi, 2007) 

The continuous GPS observation 
is made at 4 stations since 2004. 
 
The deformation indicating the 
inflation of summit region was 
observed at the observation site 
near the summit crater during the 
periods:  
   Jan. 2005 - Jun. 2005,  
   Sep. 2006 - Jan. 2007, 
   Sep. 2008 - Jan. 2009, 
respectively. 
 
The ground deformation was 
accompanied by the increasing 
activity of volcanic earthquakes. 

Kuchierabujima volcano 
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まとめ 

(1) 桜島火山について、2007年から2010年の期間のALOS/PALSARデータを用い
た干渉SAR解析結果からスタッキングおよび2.5次元解析を行った結果、桜島北部
において地盤の隆起が検出された。 
 
(2) 得られた地盤隆起量は、同期間に水準測量によって測定された地盤の隆起量
とも比較的よく一致していた。 
 
(3) StaMPSを用いたPS-InSAR時系列解析を桜島火山に適用した。この結果から
も桜島北部における地盤隆起が確認された。 
 
(4) 口永良部島火山について、GPSにより観測されていた2008年9月～2009年1月
の山頂付近の地盤の膨張イベントの検出を主な目的として、ALOS/PALSARデー
タを用いた干渉SAR解析を行った。 
 
(5) StaMPSを用いたPS-InSAR時系列解析の結果、山頂火口付近の地盤の膨張
を示す変動が検知された。得られた変動量は、 GPSにより測定された地盤変動量
とも概ね調和的であった。 
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